
2021 年 1 月 14 日 

 

『科学的に見る SDGs 時代のごみ問題』 

正 誤 訂 正 

 

 

令和元年 12 月 20 日発行初刷（2 刷以降は訂正済み） 

頁 場所 誤 正 

iv 1 行目 要らなくなくなった 要らなくなった 

84 表 5.1  一人一日排出量［g/人日］ 一人一日排出量［kg/人日］ 

 

令和 2 年 2 月 25 日発行第 2 刷（3 刷以降は訂正済み） 

頁 場所 誤 正 

viii 
7 章見

出し 
ごみ施設 ごみ処理施設 

25 

後

から 3

行目 

熱発生 発生熱 

27 

後

から 2

行目 

不燃物 不燃分 

30 
12 行

目 
窒素、硫黄 硫黄、窒素 

32 
11 行

目 
馴養 馴致 

35 
終

行 

無機物主体の不燃ごみと有機物を

含まない焼却残渣 

有機物を含まない焼却残渣と無機物

主体の不燃ごみ 

38 

9 行

目，11

行目 

もともとの RDF 化の範囲は広く、

不燃物を除いただけのもの、さらに

粉砕したもの、ガス化や油化も含ま

れるが、日本ではスティック状に固

める固形燃料化を指す。 

もともとの RDF の範囲は広く、不

燃物を除いただけのもの、さらに粉

砕したもの、ガス化や油化などによ

り得られるガス燃料、液体燃料も含

まれるが、日本ではスティック状に

固める固形燃料を指す。 

38 
13 行

目 
固形燃料化 固形燃料 

40 

後

から 4

行目 

前後 前 
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46 
11 行

目 
推奨されるた 推奨された 

64 

後

から 3

行目 

強力だが 強力であり 

64 

後

から 2

行目 

認識されていない。単に収集効率 
認識されていない。ペットボトルは、

緩衝材にはならない。単に収集効率 

76 9 行目 

マテリアルリサイクルにおける選

別時のロスは、その処理の手間、あ

るいは回収物の 

マテリアルリサイクルにおける選別

時のロス、その処理の手間、あるい

は回収物 

85 7 行目 不適正処理割合 
不適正処理割合（④・1 と④・2 の

合計） 

85 
終

行 
不適正処理でり 不適正処分であり 

89 4 行目 

もうひとつは製品中に含まれる微

小なプラスチックで、一次マイクロ

プラスチックという。 

もうひとつは微小なプラスチックと

して環境中に放出されるもので、一

次マイクロプラスチックという。 

98 
11 行

目 
（ｂ）（ｃ） （a）（ｂ） 

103 4 行目 表 4・1 表 5・3 

114 図 6・4 

下図に差替え（矢印位置を 8 月へ） 
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121 図 6・8 

下図に差替え（大型ごみのパターンを変更） 

 

 

  

122 2 行目 変化がないため 変化がなかったので 

123 
後

の行 
2～5kg 5～10kg 

125 
13 行

目 
野菜などばかり 野菜ばかり 

126 

表 の

下 か

ら 2段

目 

新鮮でないものは腐りやすいとい

うこと 

新鮮でないものは腐りやすいという

ことであり、好気性分解には関係な

い 

129 

7 章タ

イ ト

ル，目

次 

ごみ施設 ごみ処理施設 

130 

後

から 3

行目 

囃子の音色や太鼓の音 囃子や太鼓の音 

159 9 行目 動植物残渣 動植物性残渣 

160 
３ 行

目 
混合物 複合物 

168 
11 行

目 
60～70 パーセント 50～70 パーセント 

168 
13 行

目 
使っていなと 使っていないと 

170 6 行目 産廃処理 産廃処理業 
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177 索引 利用さきが 利用先が 

179 索引 馴養 馴致 

 


